
原 著 <Contribution>An Experimental Study on a Testing 
of Kinetic Vision.-Related to Testing of Vision for 

Driver, by S. KOIKE, N. ABE, Y. AOYAMA, H. 

MIENO.

ある動体視力検査に関する実験的考察
自動 車 運 転 者 の 視 力 検 査 に 関 して

小池慎一**阿 部信之**青 山悦裕**三 重野博司**

 The purposes of this paper are : i) to propose a testing of kinetic vision using a 

horisontally moved test object for an aptitude test of a driver and ii) to study its 

capability. 

 The above proposed test is entitled "Tou-Ridai's Testing of Kinetic Vision". 

 The results of experiments are as follows 

1) There is a negative correlation bewteen a kinetic vision and a static vision, but 

 a large difference among kinetic visions of each subjects in the same static vision 

 level. 

2) It is resulted from the test for male subjects with astigmatic lenses that this 

 test has a possibility to be used for a testing of astigmatism at the sametime. 

   Consequently this test is useful for one of aptitude tests of driver.

本研究 の目的は,自 動車運転者 の視覚 に関 する適性 を調べ る方法 として,視 標 が横方向 に動 く動体視

力検査 を提案 し,そ の性能 について実験的 に検討 することであ る.こ こで提案 した検査 を東理大式動体

視力検査 と名付け る.

実験 の結果,1)動 体視力は静止視 力と負 の相関 を有 するが,個 体間 の差 が大 きい,2)乱 視 レンズ

使用状態 の被験者 による本動体視力検査 の結果 よ り,乱 視 の検査 も同時にできる可能性 が示唆 された.

このことか ら,自 動車運転者 の適正検査 のひとつと して,こ の動体視 力検査 が有効 である と思 われる.

1.は じ め に

自動車 の運転は車外 の物体 を眼 で見 るこ とによって始

まる.す なわ ち,視 覚が第一 に重要 なものであ る.そ れ

はひ とつの統合 された感覚 であ り,視 力 ・視野 ・乱視 な

どのい くつ もの特性か らな ってい る.

現在,自 動車運転者 に与 えられ る普通免許 の適性試験

にお いて,視 力 基準 は 「両眼 で0.7以 上 で あ る こ と」

(道路交通法施行規則第32条)と されて いる.こ の場合

の視力 は静止 した視標 による検査,す な わち静止視力 の

こ とであ る.

しか し,現 実に車 の運転時にお いて運転者に課せ られ

る条件は,知 覚 の対象 である外界 の物体が動 き,か つ 自

分 自身も動 くといった厳 しいものである.し た がって,

静止視力の検査のみ で視覚 に関 する適性 が判断 できるか

否かの疑問があ る.

動 いている物体 を視覚 によ り認識す る能力 は動体視力

と呼ばれ る.鈴 村 によれ ば,動 体視力 は ラン ドル ト環 を

視標 とし,そ れ を前後 させ,切 れ 目を確認 した距 離によ

って視力値 を求め る方法(名 大環研式動体視 力検査)で

定義 される2).

また,深 道 は横 方向に揺 れる物体 の認知機 能を追求 し

ている1).そ の測 定方法 は ラン ドル ト環 を視標 とし,こ
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図1 東 理 大 式 動 体 視 力 測 定 法

Fig,1 Measurment method of Tou-Ridai's Testing

of Kinetic Vision

図2 東 理 大 式 動 体 視 力 検 査 図

Fig.2 Chart of Tou-Ridai's Testing of Kinetic

Vision

れが任意 の速度 ・幅 を もってス ク リー ンを左 右に動 いた

ときの視 力値 を求 める ものである.

これ らの方法 で調 べた動 体視 力 と静 止視 力は必 ず しも

良い一致 を示 さな いこ とが知 られ ている3).た とえば,

静 止視 力は良 くても動体視 力が非常 に悪 い場 合がある.

このよ うな場合 には,運 転者 としての適性 を欠 くのでは

な いか と考 えられ る.

また,自 動車対人 の事故 で多 い原因の ひ とつに 「歩行

者の飛び出 し ・横断」があ る.

そ こで,本 研究においては,視 標が横方向に動 く動体

視力検査 を提 案 し,そ の性能について実験的 に 検 討 し

た.
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2.動 体 視 力 検 査 方 式 の 提 案

2・1本 研 究 に お け る動 体 視 力 の 定 義

前述の ご とく,動 体視 力の操作的 定義 はいろいろある

が,本 研究 では以下のよ うな測 定法 を考案 した.す なわ

ち,視 標 はE視 標 を用 い,水 平に一 定の速度 で移動 させ

る.画 面 の右 また は左 か ら出発 した視標 は,は じめは視

標全体が黒 くぬ りつぶ され た正方形 であるが,画 面 の中

央部 にお いてEの 字形 に変わ る.そ して再び黒 くぬ りつ

ぶ された正方形 とな り,画 面 の端 で消える.被 験者 には

中央部 にお いて視標 が黒 の正方形 からE字 形 にな った時

点で,E字 の開方部の方向 を答え させ る.そ れ によって,

正答 を したE視 標の大 きさ と視標移動速度が動体視力 と

して定義 され る.な お,検 査距離 は全 て5mと す る.

ここでは次節 に述べ るごと く,8mmフ ィルムに視標 を

撮 影 し,そ れ を映写 した もの を検査画面 と して用い る.

2・2測 定 方 法

8mmフ ィルムに撮影 された 動 く視標 をスク リー ン上

に写 し出す.そ し被験 者 をス ク リー ンか ら5m離 れた位

置 に座 らせる.(図1参 照)

スク リー ン上 には図2の ような画面が写 し出される.

視標は左 または右 か ら一定の速度 で飛 び出す。 は じめは

視標 と同 じ大 きさの黒 い正 方形 であるが,中 央部 ではE

視標 となる.そ して,中 央部 を過ぎる とまた黒 い正方形

に戻 る.

視標移動速度毎 に視標 の大 きさ と方 向をいろいろに変

化 させ て,視 覚刺激 を提示 する.な お,刺 激間隔は3秒

とす る.そ して,E視 標 の開方部 の方向 を答え させ,そ

の答 え を記録 す る.

2・3検 査 画面 お よ び刺 激 の 大 き さ

検 査図(図2)に おいて,E視 標の現われ る場所 をE

域 とす る.そ の幅は確認の余地 を与え.るため,0.2E視

標 の一辺の長 さの3倍(11.25cm)に とる.視 標 の動 き

方 は左 か ら右,ま たは右か ら左 とす る.E視 標 の 方 向

は,右 ・左 ・上 ・下の4方 向のみ を用 いる.

次に,E視 標 の大 きさ,視 標 移動速度お よび刺激提示

回数 を決 めるために,被 験表者14人 に予備実験 を 行な っ

た.そ の結果 か ら,そ れぞれ次のよ うに決定 した.

E視 標の大 きさは,0.3,0.4,0.5,0.6,0.7,0.8の

6種 類 とす る.ま た,視 標移動速度 は50cm/secお よび

100cm/secの2種 類 とす る.



表1 動 体 視 力 検 査 デ ー タ表(1)〔 生 デ ー タ〕

Tab.1 Data table of Testing of Kinetic Vision(1)

(Original data)

/は 無解 答,空 白は正解 答,右 ・左 ・上 ・下は誤答

被験者22才 男子

検 査のための刺激提示 回数 は,各 視標移動速度毎に,

E視 標 の大 きさ6個 と4方 向 とくり返 し回数2回 の積6

×4×2,即 ち計48回 とし,こ れを3秒 間隔 で 連 続 し

て提示 する.被 験者1人 当 り,右 眼 ・左 眼 ・両眼につい

て50cm/secと100cm/secを48回 ずつ測 定す る.し た

が って,検 査時 間は約15分/人 であ る.

判 定は,E視 標の大 きさと方向毎に誤答数 を調べ るこ

とに よって行なわれ る.同 一の大 きさのE視 標 による8

回の刺激提示の うち,誤 答数が4か,そ れ以下な らば合

格 とす る.E視 標の大 きさの順,す なわ ち0.3,0.4,

0.5,0.6,0.7,0.8の 順に並べて,は じめて不合格 と

な るひ とつ前のE視 標の大 きさをもって動体視 力 と定義

す る.(表2参 照:0.7で 不合格 どなるため,こ の場 合

の 動 体 視 力 は0.6と な る.)

表2動 体 視 力 検 査 デ ー タ表(2)〔 動 体 視 力 判 定 表 〕

Tab.2 Data table of Testing of Kinetic Vision(2)

(Judgment Table of Kinetic Vision)

視標移動速度50cm/sec

被験表者22才 男子

なお,こ こに提案 した動体視力検査方式 を,東 理大式

動体視力検査 と名付け る.

3.実 験 と 結 果

3・1実 施 方 法

予備実験 の結果,乱 視の被験者 がE視 標 の方向を全 て

上 または下 と解答 したこ とか ら,こ の検査で乱視 も発 見

で きるのではないか との仮 説 をたてて,乱 視 な どを含 ま

ぬ正 常者 に対 して,次 の よ うな2種 類の実験 を行 な っ

た.

1)そ のままの状態による測定

乱視 な どを含 まぬ正 常者 は裸眼,ま た眼鏡 で矯 正 し

てい るものは眼鏡 をかけた状態で測定 を行 な う.は じ

めに,静 止視力 を右 眼 ・左 眼 ・両眼につい て 測 定 す

る.次 に,視 標移動速度50cm/sec,100cm/sec毎 に

動体視力 を同 じく右眼 ・左眼 ・両眼につい て 測 定 す

る.

測定に際 しては,被 験者 にスク リー ンの中心部 を注

視す るよ うに指示す る.刺 激提示後,た だ ちにE視 標

の方向 を答え させ,そ れ を記録す る.2・3に 記述 した

方法に従 って視力値 を求め る.

2)乱 視 レンズ使用状態によ る測定

正常 な視 力を有 する被験者 に,0.5,0.75,1.0デ ィ

ォプ トリー(D)に 相 当する乱視 レンズをかけ させ,

見 かげ上乱視 である被験者 とみ なす.乱 視 の軸 は縦 ・

横 の2種 類 を とるので,計6種 類 の組み合せが とられ

た.右 眼 と左 眼に対 して,1)と 同様 に,静 止視 力 ・

原著・ある動体視力検査に関する実験的考察11



図3 動 体 視 力 と 静 止 視 力 の 関 係(1)〔 視 標 移 動 速 度

50cm/sec)

Fig.3 Relation between a Kinetic Vision and Static

Vision(1)(Moving velocity of Test object:

50cm/sec)

図4 動 体 視 力 と静 止 視 力 の 関 係(2)〔 視 標 移 動 速 度

100cm/sec)

Fig.4 Relation between a Kinetic Vision and Static

Vision(2)(Moving velocity of Test object:

100cm/sec)

動体視力 を測 定 した.

なお,被 験者はいずれ も大学生で,1)に おいては

23人,2)の 場合は2人 であ る.

図5 乱 視 レンズ 使 用 状 態 に お け る動 体 視 力 と静 止視 力

の 関 係(1)〔 乱視 レンズ0.5D〕

Fig.5 Relation between a Kinetic Vision and Static

Vision with astigmatic lenses with 0.5D(1)

3・2結 果

上 の実験 の結果 は次のよ うである.

1)そ のままの状 態による測定 結果

検査 データの一例 は表1に 示 され る.表 中でのス ラ

ッシュ(/)は 無解答,左 右上下は誤答,空 白は正解

答 を表 わす.

この表 か ら,E視 標 の方向 と視 力値 に対 する誤解答

を表2の よ うにま とめて,2・3で 述べた方法 に よって

東理大式動 体視力を求め る.そ して,こ こで得 られた

動体視力 を縦軸 に とり,静 止視 力を横 軸に とって,そ

の度数 をプロ ッ トしたのが図3,図4で ある.こ れ か

ら相関 係数 を求め ると,50cm/secの 場 合r=0.544

で,100cm/secの 場合r=0.490で あ り,い ずれ も有

意 であ る.し か し,チ ラバ リが大 き く,ま た各被験者

の動体視 力は静止視力 よ りおお むね 良 くないことがわ

か る.

2)乱 視 レンズ使用状態によ る測定結果

乱視 レンズを使用 した被験者 に関す る検査 データも

同様 に整理 され る.こ れか ら,各 乱視 レンズ使用に対

す る静止視力 と動体視力 の関係 を示 した のが,図5,

図6,図7で あ る,

図5は 乱視の程度が弱い0.5Dに 関す る散布図であ

る.図 にお いては,視 標 移 動 速 度(50cm/sec,100
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図6 乱 視 レン ズ使 用 状 態 に お け る動 体 視 力 と静 止 視 力

の関 係(2)〔 乱 視 レン ズ0.75D〕

Fig.6 Relation between a Kinetic Vision and Static

Vision with astigmatic lenses with 0.75D(2)

cm/sec)と 乱視 レンズ の軸(横 軸,縦 軸)と の 組 み 合

わ せ の 結 果 が 示 され て い る.図6,図7に つ い て も同

様 で あ る.こ れ に よ り,乱 視 の 程 度 が 強 くな るに つ れ

て 動 体 視 力 が 落 ち る こ とが わ か る.

検 査 結 果 か ら,お お よそ2つ の 傾 向 に大 別 で き る こ

とが 判 明 した.第1の 傾 向 は,乱 視 の 程 度 が 強 くな る

と静 止 視 力 は 変化 しな い が動 体 視 力 が低 下 して い くも

の で あ る.第2は,静 止視 力,動 体 視 力 共 に 低 下 して

い く傾 向 で あ る.こ の2つ の傾 向 を表 わ して い るデ ー

タ を,そ れ ぞ れ 一 例 ず つ 示 した もの が 表3,表4で あ

る.

表3 乱 視 レ ンズ使 用 状 態 に お け る静 止 視 力 ・動 体視 力

の傾 向(1)〔 視 標 移動 速 度50cm/sec〕

Tab.3 Tendency of Kinetic Vision and Static

Vision with astigmatic lenses(1)

(Moving velocity of test object: 50cm/sec)

被験者22才 男子

図7 乱 視 レン ズ使 用 状 態 に お け る動 体 視 力 と静 止 視 力

の 関 係(3)〔 乱視 レン ズ1.OD〕

Fig.7 Relation between a Kinetic Vision and Static

Vision with astigmatic lenses with 1.OD(3)

4.考 察 と ま と め

以 上 の 結 果 よ り,次 の よ うな こ とが 言 え る.

動 体 視 力 は 静 止 視 力 と負 の 相 関 を有 す る.す な わ ち,

静 止 視 力 よ りお お む ね 悪 くな る,し か し,個 体 間 の 差 が

大 きい これ は 名大 環 研 式 の 結 果 と も 一致 して い る.

ま た,乱 視 レンズ 使 用 状 態 で の 検 査 で は,概 して 動 体

視 力 は 静 止 視 力 に 較 べ て大 き く低 下 す る,実 際 の 乱 視 者

に よ る予 備 実験 の 結 果 を合 わ せ 考 え る と,こ こで 提 案 し

た 東 理 大 式 動 体 視 力 検 査 で は,動 体 視 力 の み な らず,乱

表4 乱 視 レンズ 使 用 状 態 に お け る静 止 視 力 ・動 体 視 力

の 傾 向(2)〔 視 標 移 動 速 度50cm/sec〕

Tab.4 Tendency of Kinetic Vision and Static

Vision with astigmatic lenses(2)

(Moving velocity of test object: 50cm/sec)

被験者23才 男子
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視 の検査 も同時 にできる可能性 を示唆 してい る.

これ らのこ とから,自 動車運転者 の視覚 に関 する検査

に動体視力 をと りあげると良いのではな いか と思 わ れ

る.

なお,今 回 の実験 では被験者が大学生 のみ であ り,ま

た人数 も少 なかったので,さ らに広範囲かつ多数 の被験

者 による検討 が望 まれ る.
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